
LEC東京リーガルマインド                          無断複製・頒布を禁じます 

 

 

 

LEC社会保険労務士講座／テキスト・レジュメ訂正情報 

2026年 全日本社労士公開模試 第２回 

（2026年 全日本社労士公開模試 第２回 教材） 

（2026/07/14 現在） 

 

2026年 全日本社労士公開模試 第２回の教材（問題冊子及び解答解説冊子）におきまして

以下の訂正箇所がございます。大変おそれいりますが、教材の訂正をお願いいたします。 
 
※科目名の後の英数字は教材を区別するためのコードです。コードは教材裏表紙のバーコード下に記載し

ております。 
 

・ 2026/06/01 更新分…ｐ.1～2 

・ 2026/06/10 更新分…ｐ.3 

・ 2026/07/14 更新分…ｐ.4～7 

 



LEC東京リーガルマインド                          無断複製・頒布を禁じます 

1 

 

【2026/06/01 更新分】 

 

選択式試験問題(RU26599) 
 

 
訂正箇所 

訂正内容 

訂正前 訂正後 

訂正 

P7 

〔問 3〕 

選択肢 

 

 

 

⑪ その年度の 8月 1日 ⑪ その年度の 9月 1日 
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【解答・解説】(RU26600) 
 

 
訂正箇所 

訂正内容 

訂正前 訂正後 

訂正 

P13 

〔問 3〕 

選択肢 

 

 

 

⑪ その年度の 8月 1日 ⑪ その年度の 9月 1日 
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【2026/06/10 更新分】 

 

【解答・解説】(RU26600) 
 

 
訂正箇所 

訂正内容 

訂正前 訂正後 

訂正 

巻末の「選択式予想

問題 社会保険編」 

P3 

【解答】 

空欄 C 解答 

 

 

 

Ｃ ④監事 Ｃ ⑧監事 
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【2026/07/14 更新分】 

 

選択式試験問題(RU26599) 
 

 
訂正箇所 

訂正内容 

訂正前 訂正後 

訂正 

P5 

〔問 2〕 

選択肢 

③、④ 

③ 4 月、8 月及び 12 月

の 6 期に、それぞれその

前月分 

④ 4 月、8 月及び 12 月

の 6 期に、それぞれその

月分 

 

③ 4 月、8 月及び 12 月

の 3 期に、それぞれその

前月分 

④ 4 月、8 月及び 12 月

の 3 期に、それぞれその

月分 
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【解答・解説】(RU26600) 
 

 
訂正箇所 

訂正内容 

訂正前 訂正後 

訂正 

P9 

〔問 2〕 

選択肢 

③、④ 

③ 4 月、8 月及び 12 月

の 6 期に、それぞれその

前月分 

④ 4 月、8 月及び 12 月

の 6 期に、それぞれその

月分 

 

③ 4 月、8 月及び 12 月

の 3 期に、それぞれその

前月分 

④ 4 月、8 月及び 12 月

の 3 期に、それぞれその

月分 
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当訂正情報 6～7 頁掲載 

択一式問題 国民年金法 問３ Ｃ肢・Ｄ肢・Ｅ肢 解説の訂正内容に関する補足： 

保険料の申請免除の適用を受けるための所得基準の計算において、扶養親族等が「同

一生計配偶者」に該当する場合に、扶養親族等の数に 48 万円を乗じて計算できるの

は、同一生計配偶者が 70 歳以上の場合に限られます。 

本問の妻は 38 歳であるため、扶養親族等の数に乗じる額は 48 万円ではなく 38 万円

となります。 

 

 

 
訂正箇所 

訂正内容 

訂正後 

訂正 

P173 

問 3 

Ｃ肢 解説 

 

 

 

以下に差し替え 

 

Ｃ 正 本肢のとおりである（令 6 条の 8の 2）。保険料 4分の 3免除を受けること

ができる所得は「扶養親族等の数×38 万円＋88 万円」以下であるときであ

る。したがって、所得が 3×38 万円＋88 万円＝202 万円以下であれば、保

険料 4 分の 3 免除の適用を受けることができる。夫の所得 200 万円は 202

万円以下であるため、保険料 4 分の 3 免除の適用を受けることができる。

また、本問Ｂ肢解説のとおり、保険料全額免除の適用を受けることはでき

ない。 

  



LEC東京リーガルマインド                          無断複製・頒布を禁じます 

7 

 

 
訂正箇所 

訂正内容 

訂正後 

訂正 

P173 

問 3 

Ｄ肢 解説 

 

 

 

以下に差し替え 

 

Ｄ 誤 保険料半額免除を受けることができる所得は「扶養親族等の数×38 万円＋

128 万円」以下であるときである。したがって、所得が 3×38 万円＋128 万

円＝242 万円以下であれば、保険料半額免除の適用を受けることができる。

夫の所得 200 万円は 242 万円以下であるため、保険料半額免除の適用を受

けることができる。また、本問Ｃ肢解説のとおり、保険料 4 分の 3 免除の

適用を受けることが「できる」（令 6条の 9）。 

 

 

 
訂正箇所 

訂正内容 

訂正後 

訂正 

P173 

問 3 

Ｅ肢 解説 

 

 

 

以下に差し替え 

 

Ｅ 誤 保険料 4分の 1 免除を受けることができる所得は「扶養親族等の数×38 万

円＋168 万円」以下であるときである。したがって、所得が 3×38 万円＋

168 万円＝282 万円以下であれば、保険料 4分の 1免除の適用を受けること

ができる。夫の所得 200 万円は 282 万円以下であるため、保険料 4 分の 1

免除の適用を受けることができる。また、本問Ｃ肢解説のとおり、保険料半

額免除の適用を受けることが「できる」（令 6条の 9の 2）。 

 

以上 


